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モ モ 黒斑病 (新称) の発生生態 と 防 除対策
いの う え こ う じ な す ひで お

岡 山県農業総合セ ン タ ー農業試験場 井上 幸次 ・ 那須 英夫

は じ め に

「清水 白桃j は 岡 山 県 の モ モ を代表す る 品種で， 県下

の栽培面積 の約 30% を 占 め て い る 。 と こ ろ が， 平成元

年頃か ら 岡 山 県南部の モ モ 産地の一部 で， r清水 白桃」

の果実の表面 に 茶褐色 な い し黒褐色斑 を 生 じ ， 病斑が亀

裂す る 病害が発生 し た 。 多発圃場で は ほ ぽ全果実が発病

し， 果実の外観を著 し く 損ね る こ と か ら ， モ モ の営利栽

培が困難 と な っ て い た 。 そ こ で， 原因究明 を行っ た と こ

ろ ， 本病害 は Altemaria altemata に よ る 新病害であ る

こ と が明 ら か と な っ た。 こ こ では， 本病の病徴や発病推

移， 病原菌の宿主特異性や伝染源， モ モ 品種の耐病性，

有効薬剤の選抜お よ び薬剤防除体系 に つ い て検討 し， い

く つ かの知見 を 得た の で紹介す る 。

I 病 徴

本病 は， 果実， 枝， 葉 に 発生 す る 。 「清水 白桃」 での

病徴 は， 幼果で は初 め 径約 2�3 mm の 淡褐色斑で， し

だい に拡大 し て やや窪み， 茶褐色~黒褐色 の か さ ぷた状

と な り ， 亀裂や樹脂漏出 を伴っ た病斑 と な る 。 成熟果で

は数 mm�数 cm の不整形病斑 と な り ， 果実 の肥大 に伴

い病斑周囲の健全部 に ま で大 き な亀裂 を生 じ る も の も あ

る 。 病斑は， 果梗周辺部か ら 側面部 に か げ で 多 く 見 ら れ

果頂部付近 に は 少 な い。 葉では初め 5�10 mm， 退緑色

ま た は灰色で， 円形~不整形の斑点 を生 じ， 数 日 後に茶

褐色 と な り ， 穿孔す る 。 ま た ， し ば し ば葉脈に 沿 っ た大
ぜん

型の褐変や穿孔が見 ら れ る 。 多発す る と 早期落葉す る 。

新梢で は初め径 2�5 mm の赤褐色~淡褐色 の 円形な い

し だ円形病斑 を形成す る 。 そ の後拡大 し て 暗褐色の輪紋

状 と な り やや窪み， し ば し ば縦 に 亀裂 し て樹脂 を漏出す

る 。 病斑部の褐変は木質部 ま で達す る 。

本病 と 類似 し て い る せ ん孔細菌病 は， 果実での病斑 は

色調のやや濃い黒褐色， 径 5 mm 以下の円形 と な り ， 葉

では 1�2 mm の 多 角形で大 き さ が そ ろ っ て お り 葉脈沿

い に 拡大 し な い。 ま た ， 枝病斑 (春型病斑) は 紫紅色

~暗紫色で， 病斑部が縦 に深い亀裂 を 生 じ た後に病斑全
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体が平た く 窪み， 芽付近 に形成 さ れ る こ と が多 い， な ど

の点で， 本病 と は異 な る 。 ま た ， 黒星病で は枝に亀裂や

ヤ ニ を生 じ る こ と は な し し か も 組織の褐変 は表皮 の み

で， 木質部 に 達 し な い点、で本病 と は異 な る 。

E 発 生 生 態

こ れ ま での現地圃場の 「清水 白桃J での発生消長 を ま

と め る と ， 以下の よ う に な る 。 果 実 で は 開花約 20 日 後

頃 (5 月 第 1 半句噴) に 初発生が見 ら れ， そ の後， 袋掛

け (5 月 第 5 半 句 頃) ま で発病果率が増 加 す る 。 こ の

間， 天気が ぐ ずつ く と そ の後急速 に病勢が進展す る 。 多

発条件下の調査で は袋掛げ後 も 成熟期 ま で に か な り の病

斑数の増加が見 ら れた (図-1) が， こ れ は袋掛 け時の病

原菌の包み込み と 袋内での二次伝染 に よ る も の と 推察 さ

れ る 。

葉 で の 初発生 は 果 実 と ほ ぽ 同 じ 4 月 下旬�5 月 上旬

頃， 新梢での初発生 は果実や葉 よ り やや遅い 5 月 中~下

旬頃であ る 。 い ずれ も 生育期間 を 通 じ て感染， 発病が続

く が， 特に梅雨時期や秋雨前線 に よ る 降雨が続 く 時期 に

病勢の進展が著 し く ， 梅雨明 け�8 月 中旬 頃 ま での高温

期 に は病勢が緩慢 と な る 。 9 月 以降 に 形成 さ れ る 枝病斑

は ほ と ん どが長 さ 10 mm 以下で， 6�7 月 の も の よ り 小

型であ る 。

本病の主要な第一次伝染源は， 越冬枝病斑 に 形成 さ れ

る 分生子 と 考 え ら れ る 。 枝病斑上の分生子形成 を綿棒に

よ る 擦 り 取 り 法 (濡 ら し た綿棒で病斑 を ぬ ぐ い， 搾 っ た

水滴中 の Altemaria spp. の分生子数 を 計測) で定期 的

に調査 し た と こ ろ ， 4�10 月 の長期間 に わ た っ て 形成が
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図 - 1 r清水 白桃J 有袋果実 に お け る 病斑の推移 (1996)
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表 ー 1 モ モ果実に対す る 数種 A lternaria alternafa の病原性

供試菌株 白 鳳 清水 白桃

番号 由来 援種月 日 病原性同 発病度b' 再分離菌の
病原性" 病原性 発病度 再分離菌の

病原性
9544 モ モ幼果 6 . 26 14/14 70 4/4 1 1 / 1 1  9 3  5/6 
9549 モ モ 成熟果 6 . 17 10/10 50 3/5 9/9 8 1  4 . 4  
9502 モ モ新梢 6 . 17 7/8 31 5/5 9/9 53 5/7 
9506 モ モ新梢 6 . 26 8/8 63 3/3 10/10 70 6/8 
9528 モ モ葉 6 . 26 6/9 28 4/7 8/10 35 2/ 10 
9533 モ モ葉 6 . 26 7/7 50 2/2 1 1/ 1 1  75 9/ 10 
15 A ナ シ 6 . 17 0/9 。 0/10 。

B-2-2 リ ン ゴ 6 . 26 。/10 。 0/10 。

叫 : 発病果数/接種果数.
同 : 発病度 = CL! (Xi ・n i l /3 N ) x 100， Xi = 発病指数 (0 : 病徴な し ， 1 : 褐色斑点 を わ ず か に 生 じ

る . 2 : 褐色斑点 を 多数生 じ る . 3 : 茶褐色の か さ ぶた状 を塁 し ， 病斑の拡大， く ぼみ を 生 じ
る ) ， ni = 各発病指数 を示す果数， N = 調査果数.

C) : モ モ に 病原性の認め ら れた菌株教/供試菌株数.

見 ら れ， モ モ に対す る 病原性 も 確認 さ れた。 7 月 以降は

当年の新梢に形成 さ れた枝病斑上 に も 多量の分生子が形

成 さ れ， 第二次伝染源に な る と 考 え ら れ る 。

皿 病原菌の 同 定 と 病原性

幼果の病斑か ら 分離 し た 単胞子分離菌株を， 250C， 暗

黒下で 10 日 間培養 し て 菌の 同定 に 供試 し た 。 ジ ャ ガ イ

モ 煎汁寒天 (PSA) 培地上 の 菌 叢 は， 初 め 灰 白 色， 後

に 灰緑色~灰黒色の ビ ロ ー ド 状~綿毛状で， 分生子形成

は少な か っ た。 索寒天培地上での本菌の分生子柄は， 単

条 ま た は分校， 淡オ リ ー プ褐色， 平滑で ま っ す ぐ ， ま た

は 屈 曲 し， 数個 の 隔膜， 分 離痕 (scar) を 有 し， 長 さ

1O�223 μm (平均 33 μm) 。 分 生 子 は 淡 黄褐色~暗 褐

色， 倒 こ ん 棒 状~卵 型， 頂 端 に 短 い 褐 色 の ピ ー ク

(1 . 3�17 . 7 μm) を有す る も の が あ り ， し ば し ば分校 し

て連鎖状 に 形成 さ れ た 。 大 き さ は 9�71 x 6�18 (平均

32 x 13) μm で， 0�10 個の横隔壁， 0�4 個 の縦隔壁が

あ っ た 。 以 上 の 形 態 は A. alternafa の 基 準 菌 (IFO

32416) の 形 態 や 既 報 の A. alternata の 記 載 (ELLlS ，

1971 ; ROTEM， 1994) と ほ ぼ一致 し て お り ， 本菌 を A.

alternafa (FR. )  KEISSLER と 同定 し た (井上 ら ， 1996) 。

「清水 白桃J の幼果， 成熟果， 葉， 枝 か ら そ れ ぞれ分

離 し た 単胞子分離菌株 6 菌株を供試 し て， 病原性の確認

を園場で検討 し た 。 各菌株 を乾ア ン ズ液体培地 (乾ア ン

ズ 30 gl l， シ ョ 糖 40 gl l， pH 6 . 5) で 250Cの 暗黒下 で

3 週間培養後， 液面 に形成 さ れた 菌叢マ ッ ト を水洗 し て

テ ィ ッ シ ュ ペーパー で水切 り し， マ ッ ト を裏返 し に し て

シ ャ ー レ に納め， 室温で 7 日 開放置 し た 。 菌叢マ ッ ト の
裏面に形成 さ れた分生子 を掻 き 取 り 106 個Iml の濃度 で

滅 菌 水 に 懸 濁 し て 接 種 源 と し た 。 1996 年 6 月 17， 26 

日 ， あ ら か じ め袋掛 け し て お い た 「清水 白桃J， [" 白鳳」

の果実の側面部 に 分生子懸濁液 に 浸 し た ペーパー デ ィ ス

ク (ADVANTEC， 厚手， 径 8 mm) を セ ロ ハ ン テ ー プ

で 1 果当 た り 1 か所 に 無傷で貼 り 付 け 接種 し た 。 果実の

発病調査 は 7 月 下旬�8 月 上旬の成熟期 に 行 っ た 。

い ずれの菌株で も ， 両品種 に お い て接種箇所や そ の近

傍に茶褐色のか さ ぶた状の病斑や褐色斑点病斑が認め ら

れ， 病原性が確認 さ れた。 いずれの菌株で も 「 白鳳」 よ

り 「清水 白桃」 の ほ う が発病程度が高か っ た 。 ま た， 各

区の病斑か ら は A. αlternafa が再分離 さ れ， そ の ほ と ん

どがモ モ葉への無傷接種で病原性 を 有 し て い た 。 な お ，

本試験 に お い て ナ シ黒斑病菌 (No. 15 A) ， リ ン ゴ斑点

落葉病菌 (No. B-2-2， い ずれ も 名古屋大学か ら 分譲) は，

モ モ果実 に対 し て 病原性が認め ら れな か っ た (表 1 ) 。

以上の結果か ら ， 本症状 は A. alternafa に よ る 病害で

あ る こ と が明 ら か と な り ， モ モ で は我が国で未記載であ

っ た た め， 病名 を モ モ黒斑病 (Black spot) と 提唱 し た

(那須 ・ 井上， 1996) 。

W 病原菌の宿主特異性

A. αlternafa に は病原性の異 な る い く つ か の patho.

type の存在が知 ら れて い る (NISHIMURA， 1980) 。 そ こ で，

モ モ の幼果， 成熟果， 校 か ら そ れ ぞ れ分 離 し た 3 菌株

(No. 9544， 9549， 9506) ， ナ シ黒斑病菌 (No. 15 A， N-1  

1 (鳥取県闘芸試験場か ら 分譲) ) ， お よ び リ ン ゴ斑点落

葉病菌 (No. B-2-2) を供試 し て 交互接種 を行い， 本菌

の宿主特異性の 有無 に つ い て 検討 し た 。 モ モ 「清水 白

桃J， ナ シ 「二十世紀J， リ ン ゴ 「北斗」 の新梢の先端か
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表 - 2 モ モ ， ナ シ， リ ン ゴ 葉 に 対 す る 数種 A lternaria alternata 100 
の病原性 90 
供試菌株 モ モ葉 ナ シ葉 リ ン ゴ葉 80 

番号 由来 「清水白桃J r二十世紀」 「北斗J 発 70 
9544 モ モ幼果 7/781 0/7 0/7 病
9549 モ モ成熟果 6/7 0/7 0/7 度 60 
9506 モ モ新梢 7/7 0/7 。/7 50 
15 A ナ シ 0/7 7/7 0/7 40 

N-1 -1 ナ シ 0/7 7/7 。/7
B-2-2 リ ン ゴ 0/7 0/7 7/7 30 

中 下 上 中
蒸留水 0/6 0/6 0/6 

5 月 6 月
叫 : 発病葉数/接種業数.

ら 3�5 葉 目 を切 り 取 り ， 葉の裏面 に 無傷で前述 と 同様

の分生子懸濁液 を点滴接種 し て ， 7 日 後 ま での褐変の有

無を調べた と こ ろ ， 各菌株は原宿主 に の み病原性が認め

ら れ， 本菌の モ モ に対す る 宿主特異性が確認 さ れた (井

上 ・ 那 須， 1997 a， 表-2) 。 こ れ ま で モ モ に お け る A.

alternata の 記載 と し て は， 貯蔵中 の 成熟果 に お け る 腐

生 的 な 寄 生 菌 と し て の 報 告 (KHESWALLA， 1936 ; WEI， 

1941 ; WILLlSON， 1939) や 果頂部 に 黄色~紅色 の 乳頭状

突起 を生 じ て 成熟期以降に黒色輪紋病斑 と な る と い う 報

告 (ZHANG， et al . ，  1995) ， 葉 に 褐色斑点病斑 を 生 じ る と

い う 報告 (MADAAN et al. ， 1980) が見 ら れ る が， 本菌の

よ う に生育中の果実， 葉， 枝 を 侵 し ， モ モ に宿主特異的

な病原菌 は こ れ ま で世界的 に も 報告が見 ら れな い。 した

が っ て ， 本菌 は モ モ に 特 異 的 に 病 原性 を も っ 新 た な

pathotype の可能性が高 い。

V 果実の時期別感受性な ら び に 品 種の

耐病性

果実の生育時期 と 黒斑病 に対す る 感受性の関係 を知 る

た め， 5 月 中句�6 月 下旬 に 「清水 白桃」 の樹上の幼果

に， 黒斑病菌の分生子懸濁液 を定期的 に 時期別 に点滴接

種 し て発病程度 を調査 し た。 そ の結果， い ずれの時期で

も 病斑形成 は 見 ら れた が， 接種時期が早 い ほ ど， か さ ぷ

た状の病斑形成や病斑部の亀裂， く ぼみ の程度が顕著で

あ っ た (図ー2) 。 こ の こ と か ら ， 果実生長第一期 の幼果

が， 最 も 感受性が高い と 考 え ら れた 。

本病菌 に対す る モ モ 品種の耐病性 を葉や幼果 を 用 い て

室 内 で の 接種試験で検討 し た と こ ろ ， 感受性 の 程度 は

「清水白桃」 が高 く ， r 白鳳j， r紅清水j， r大和 白桃J が

中程度， r 白 桃j， r八幡 白 鳳j， r川 中 島 白桃」 な どが低

か っ た (井上 ・ 那須， 1998， 図-3) 0 r清水白桃」 で黒斑

病が多発 し て い る 圃場 に お い て も ， 混植 さ れて い る 「紅

清水j， r 白 桃j， r八幡 白 鳳J な ど は 発病が少 な く ， 果

下

図 - 2 r清水 白桃J (果実) の接種時期 と 発病 (1998)
発病度 は表ーI と 同様 に 算出 し た .
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図 - 3 接種試験に よ る 耐病性の 品種間差異 ( 1998)
接種 目 : 5 月 8 日 .

実， 葉， 枝の病斑 も 「清水白桃J に比べて小型で軽微で

あ っ た 。

羽 防 除 対 策

本病の防除対策 に つ い て は現在試験中であ る が， こ れ

ま での試験結果や圃場での観察結果 を ふ ま え て ， 対策 に

つ い て 考 え て み た い。

鳥取 県 で は ， ナ シ黒斑病対策 と し て 腐 れ芽 の 切 り 取

り ， 枝病斑の封 じ 込め作業な どの， 休眠期の圃場衛生対

策が行わ れ効果 を 上 げて い る 。 モ モ黒斑病の場合 も 伝染

源 と な る 枝病斑の切除や 削 り 取 り ， 擢病果の処分 な ど の

関場衛生が重要な耕種的防除法の一つ であ る 。

モ モ の葉や幼果 に 実用濃度 の薬剤 を散布 し て乾か し た

後， 本菌の分生子懸濁液 を点滴接種 し て 予防効果 を調べ

る と ， ジ ラ ム や チ ウ ラ ム を含む剤， ポ リ カ ーパ メ ー ト ，

イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ルペ シ ル酸塩， イ プロ ジ オ ン な ど の効

果が高か っ た (井上 ・ 那 須， 1997 b) 。 そ こ で， こ れ ら

の有効薬剤 を組み合わ せ て 防除暦 を作成 し ， 現地の多発
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圃場でそ の効果 を検討 し た 。 黒斑病菌 に対す る 感受性が

高い落花後~袋掛 け ま での幼果期が最 も 重要 な散布時期

で あ る と 考 え て ， 1997 年 は， 開花直後か ら 袋掛 け 前 ま

でに約 1 週間お き に 7 回， 袋掛 け後か ら 収穫前 ま でに 6

回散布 し た結果， 慣行区の発病果率 は 62%であ っ た が，

体系防除区 で は 19----26% で あ っ た。 1998 年 は 開花直後

か ら 袋掛砂前 ま でに 8 回， そ の後収穫前 ま でに 5 回散布

し た 結果， 慣行 区 の 発病果率 は 45% で あ っ た が， 体系

防 除 区 で は 3----10% と 効 果 が 高 か っ た (那 須 ・ 井上，

1998) 。 と こ ろ が， 1999 年 は 同様の散布体系で も 発病果

率が 59----76% と な り ， 実用 上十分 な効果 を 上 げ る こ と

がで き な か っ た。 こ の 原因 に つ い て は 明 ら か で は な い

が， 袋掛け直前 に 数 日 間の曇雨天 日 が続いて幼果への感

染量が多 か っ た こ と や， 袋掛 け後の菌の侵入， 感染が多

か っ た た め と 推察 し て い る 。 今後， さ ら に薬剤の種類，

散布時期， 展着剤の効果な ど に つ い て年次 を 重ねて検討

し， 安定 し て効果が高 し かっ省力的な薬剤防除体系 を

確立す る 必要があ る 。

ま た ， 多発圃場 で は， r 白 桃J， r八幡 白 鳳J， rJ 1 1 中 島

白桃j な どの耐病性品種への転換 も 有効であ る 。

一方， 耐病性 を付加す る た め， ナ シ では放射線育種法

に よ っ て 「 ゴ ール ド 二十世紀」 な ど の黒斑病耐病性品種

の作出 に 成功 し て い る 。 岡 山 県 で は， 1997 年か ら 「清

水白桃」 の苗木 に対す る ガ ン マ線の急照射 (照射は農業

生物資源研究所放射線育種場 に依頼) に よ る 黒斑病耐病

性系統の作出 を試みて お り ， こ れ ま で中程度の耐病性 を

有す る と 思わ れ る 1 系統 を選抜 し た 。 現在， 栽培特性，
現地での耐病性 に つ い て検討中 で あ り ， 本系統の実用化

が期待 さ れ る 。
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0第 四 国農薬生物活性研究会 シ ンポジウム の開催

「農薬開発の新 し い流れ」
日 時 : 平成 12 年 4 月 14 日 (金) 10 : 00----17 : 00 
会 場 : 東京農業大学校友会館 ( グ リ ー ン ア カ デ ミ ー)
参加費 : ￥5 ， 000- (講演要 旨集代金 を含む)

当 日 受付 と す る の で事前の 申込等 は不要
連絡先 : 東京農業大学農学部農学科植物保護学 (植物防

疫) 研究室 根岸寛光氏
干 156-8502 世 田 谷 区 桜 丘 1-1-1， Tel : 03-
5477-2261 (2000 年 3 月 ま で)
干 243-0034 厚 木市船 子 1737， Tel : 046-270-
6498 (2000 年 4 月 以降)

お わ り に

本病の発生地 は現在の と こ ろ 一部の産地 に 限 ら れて お

り ， 県下全体への急速 な拡大 は見 ら れて い な い。 新た な

発生園 に お い て ， 早期発見後 に伐採や薬剤防除な ど の対

策に よ り ， 翌年以降の ま ん延 を 防止 し た 事例 も あ る こ と

か ら ， 今後 も 発生動向 を監視 し， 本病の早期発見， 早期

防除 に努め る こ と が重要で あ る 。 一方， 本病が ま ん延 し

た地域 に お い て は， 病原菌の撲滅 は 困難であ る と 考 え ら

れ る の で， 菌密度 を極力低下 さ せ る よ う に 努め る こ と が

大切であ る 。 そ の た め に は， 今後 さ ら に 本病の 多発要因

の解明， 的確な発生予察方法の開発 を行 う と と も に ， 薬

剤紡除だ け でな く 圃場衛生等の耕種的防除 を含め た 総合

的な防除法の確立が必要 で あ る 。
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プ ロ グ ラ ム (講演題 目 及び講師の一部 は変更の可能性が
あ り ま す)
1 . フ ァ モ キ サ ド ン の開発に つ い て

( デ ュ ポ ン) 白石 慎氏
2 . 枯草菌 に よ る 灰 色 か ぴ防 除剤 ポ ト キ ラ ー の 開発経

過 と 現状 (出光興産) J l I 根 太氏
3 . ス ピ ノ サ ド の開発に つ い て

( ダ ウ ・ ケ ミ カ ル 日 本) 兼次克也氏
4 . ク ロ マ フ ェ ノ ジ ド の 生物活性 と 開発 に つ い て

(三共) 一 ノ 瀬礼司氏
5 . 交信揖乱性 フ ェ ロ モ ン剤 の 開発 に つ い て

(信越化学工業) 福本毅彦氏
6 . イ ン ダ ノ フ ァ ン の開発に つ い て (三菱化学)
7 . 水田用バイ オ 除草剤の実用化の可能性 に つ い て

(三井化学)
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